
株式会社ニッカシステム
　　　　　(単位：円)

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
　【流動資産】 　【流動負債】
　　現金 5,777,907 　　買掛金 70,570,349
　　普通預金 205,006,014 　　短期借入金 130,000,000
　　売掛金 1,914,896 　　未払費用 1,552,281
　　商品 274,628,950 　　未払法人税等 2,398,600
　　貯蔵品 2,294,445 　　未払消費税 2,987,613
　　前払費用 5,166,243 　　預り金 68,719
　　繰延税金資産 1,808,713 　　受託販売 1,500,518
　　未収入金 4,566,628 　　賞与引当金 3,022,000
　　貸倒引当金 △ 24,362 　　流動負債合計 212,100,080
　　流動資産合計 501,139,434 　【固定負債】
　【固定資産】 　　退職給付引当金 9,741,311
　　(有形固定資産) 　　固定負債合計 9,741,311
　　建物 1,116,161 　　負債合計 221,841,391
　　構築物 10,750
　　機械及び装置 1,409,640
　　工具、器具及び備品 3,699,761
　　　有形固定資産合計 6,236,312 科　　目 金　　額
　　(無形固定資産) 【株主資本】
　　ソフトウェア 206,667 　　資本金 10,000,000
　　　無形固定資産合計 206,667 　【利益剰余金】
　　(投資その他の資産) 　　利益準備金 2,500,000
　　長期前払費用 1,510,287 　　(その他利益剰余金) 312,878,957
　　その他の投資 34,650,000 　　繰越利益剰余金 312,878,957
　　長期繰延税金資産 3,477,648 　　利益剰余金合計 315,378,957
　　　投資その他の資産合計 39,637,935 　株主資本合計 325,378,957
　　固定資産合計 46,080,914 　　純資産合計 325,378,957
　　資産合計 547,220,348 　　負債純資産合計 547,220,348

第２６期　貸借対照表
（平成28年 3月 31日現在）

資産の部 負債の部

純資産の部



株式会社ニッカシステム

この計算書類は中小企業の会計に関する指針によって作成しています。

〔資産の評価基準及び評価方法〕

棚卸資産 売価還元法による原価法

〔固定資産の減価償却〕

有形固定資産 法人税法に規定する定額法

無形固定資産 法人税法に規定する定額法

〔引当金の計上〕

貸倒引当金

賞与引当金

退職給付引当金

〔その他計算書類作成のための基本となる事項〕

リ－ス取引の会計処理

〔消費税の会計処理〕

消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

〔その他〕

　・有形固定資産減価償却累計額 88,721,000円

　・1株当たり当期純利益 75,616円49銭

〔株主資本等変動計算書に関する事項〕

（１）発行済株式の種類及び総数に関する事項

前期末発行済株式数 200株

当期末発行済株式数 200株

（２）事業年度中に行った配当に関する事項

配当の総額 10,000,000円 基準日 平成27年3月31日

1株当たりの配当額 50,000円 効力発生日 平成27年5月22日

配当原資については、利益剰余金とする。

（３）事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

配当の総額 5,000,000円 基準日 平成28年3月31日

1株当たりの配当額 25,000円 効力発生日 平成28年5月30日

配当原資については、利益剰余金とすることを予定している。

平成28年5月30日開催の定時株主総会において、上記の議案は承認可決されている。

（平成28年5月30日加筆）

全て普通株式である。

個　別　注　記　表

　自平成２７年４月１日　　至平成２８年３月３１日

当期末に有する債権の貸倒による損失に備えるため、法定繰入率に準じ
て回収不能見込額を計上している。

従業員の賞与支給に備えるため、当期末における賞与支給見込額を計
上している。

従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務見込額
を計上している。

リ－ス物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リ－ス取
引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっ
ている。


